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先日，住宅生産団体連合会の行ったアンケートにお

いて，回答した建設関係企業の 9剖以上が，化学物質

が原因と思われる体調不良の問題で，居住者から何ら

かの指摘や要望 を受けたことがあることが分かりまし

た。これらの，いわゆるシックハウスと通称されてい

る問題は，その患者の増加 と消費者の健康への関心の

高まりなどから，建築分野における重要な課題である

と言えます。

さて，住宅内の化学物質濃度に関しては，まだ法的

規制はされていませんが，指針 となるものが，い くつ

か提案 されています。財団法人住宅・ 建設 省エネル

ギー機構が組織した健康住宅研究会は，優先的に配慮

する物質として，ホルムアルデ ヒド， トルエン，キシ

レン，薬剤として木材保存剤，可塑剤，防腐防虫剤を

あげていますが，特にホルムアルデヒドの室内濃度指

針値 として，厚生省が提案 した0．1mg／㌦を示 していま

す。これは，W H O（世界保健機構）の勧告値0．08ppm

とほぼ同じ濃度にあたります。 トルエン・キシレンな

どに関しては，健康住宅研究会では具体的な勧告値等

は示 されませんで したが，W H O では，これらV O C

（ 揮発性有機化合物）の総量の値 をT V O C （T otal

V O C ）と呼称 して，0．3mg／ポ以下であることを提案

しています。しか しなが ら，W H O の勧告備 について

は，ホルムアルデヒドの数値を含めて再度検討すべき

であるとの声もあり，規制化の難しさの一面を物語っ

ていると言えましょう。また，実際の濃度測定法およ

び評価法についても，まだ統一的手法は定められてお

らず，様々な方法が研究機関で検討されているのが実

状です。

このような中で，林産試験場では家具等から放散さ

れるホルムアルデヒドの濃度を測定するために，チャ

ンバー法と呼ばれる測定方法の検討を始めました。こ

の方法は従来の J A S などに規定されているデシケ一

夕一法に比べ，より実際の住宅内に近い条件で測定が

できるとされています。しかし，試験方法等の情報が

少ないため，測定方法の確立を急いでいるところです。
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写真 チャンバー法による実験の様子
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